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汎共生の夢――パウル・カンメラーの科学思想から
相馬 尚之（東京大学大学院総合文化研究科）

　まずパウル・カンメラーがどういう人物かということですが、彼は 20 世紀
初めにウィーンを中心に活躍した生物学者です。特に獲得形質の遺伝をめぐり、
ダーウィン主義の科学者らと争ったのですが、第一次世界大戦後は特に生物学
を社会に応用しようということを強く訴えました。その例が汎共生であります。

　共生とはある生物の他の生物が互いの利益のために共同生活を営むことで
す。例えばイソギンチャクとヤドカリとかが有名ですが、彼は動物の共生を人
間社会にも拡張しよう、ということを試みました。つまり生存闘争と汎共生が
進化の動力源であるとした、社会ダーウィニズムの一つの例を出したわけです。

　なぜ彼がこのような事を言ったかというと、それにはドイツ一元論というも
のが考えられます。一元論というと難しいのですが、要するにすべてのモノは
あるモノであるとして、人間と無機物とか石とかもまるで同じ法則に従うだろ
うと、というようなことを確信し、彼はその人間とか粒子とかにも共通して通
用する法則を探求しました。このような有機界と無機界、動物と植物、あるい
は人間とその他、こういったものの区別を設けない、普遍的な科学を想像し、
それを追い求めた、ということが彼の汎共生の背景にあります。

　これを考えてみると、このカンメラーの汎共生にとって重要なのは、有機界、
無機界、人間を含めあらゆる存在が淘汰と共生に従うことです。人新世の時代、
人間と自然といったものを同じような舞台におこうとする時代にあって、民主
主義、独裁といった概念は、人間社会を越えてあらゆる自然に拡張される可能
性があります。これはかつて自然科学が、進化論がその人間社会に応用したの
とは逆コースをたどるような、人文科学的な科学の傲慢のくり返しになってし
まうのではないでしょうか。

　このような危険を提示して私の発表を終わります。
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